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新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４
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明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:45～
11:30

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

診察9：30開始
予約外来
青山麻織

（糖尿病外来）

田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)

江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14:00～
16:00

田村所長
(内科)

休診

田村所長
(訪問診療)

田村所長
（内科/消化器

内科）
藤井

(訪問診療)

田村所長
(内科)

角田貴大
(訪問診療)

休診

休診
田村所長
(訪問診療)

夜間
17:30～
19:30

休診
田村所長
(内科)

休診 休診
田村所長
(内科)

休診

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～

12時30分
松村所長 石田香苗 松村所長 石田香苗

注②
内科受付
10:00～
12:30

古寺紘人

注③
受付終了12:15

第1.3.5
小出瑞穂

第2.4 工藤恵子

午後
14時～
16時30分

注①
予約外来
松村所長

注①
予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来
松村所長

古寺紘人 休診

夜間
18時～
19時30分

休診 休診 休診 松村所長 休診 休診

注① 月・火・木の午後は予約外来です。ご予約はお電話でも受け付けています。
注② 金曜日の9:00～10:00の間は内科診療の受付はできません。内科診療をご希望

の方は10:00～12:30の間にお越しください。
注③ 土曜日のみ12:15で受付を終了いたします。ご注意ください。

※午前の受付時間は水・土のみ 9：00～12：30です

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局 南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル

T E L0 3 - 56 7 9 - 7 13 7／ FAX 0 3- 5 6 7 9- 7 1 3 8

新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
の
漢
字
は
「
熊
」
、
選
ば
れ

た
の
は
初
め
て
だ
そ
う
で
す
が
各

地
で
出
没
し
人
的
被
害
が
相
次
ぎ
、

イ
ベ
ン
ト
中
止
や
学
校
の
休
校
な

ど
住
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。
冬
眠
し
な
い
熊
が
い
る
と

は
驚
き
で
し
た
。

大
地
震
・
大
火
事
・
陥
没
事
故

な
ど
の
災
害
も
多
発
し
ま
し
た
が
、

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
の
生
活
再

建
が
一
日
で
も
早
く
と
心
か
ら
願
っ

て
お
り
ま
す
。

高
市
政
権
に
な
っ
て
少
し
は
暮

ら
し
が
良
く
な
る
か
と
期
待
し
た

の
で
す
が
、
物
価
も
お
米
も
高
止

ま
り
、
無
駄
な
防
衛
予
算
ま
で
上

が
り
ま
し
た
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
除
外
は

見
送
り
に
な
っ
た
も
の
の
、
医
療

費
の
窓
口
負
担
や
介
護
保
険
利
用

料
引
上
げ
の
検
討
な
ど
高
齢
者
に

と
っ
て
暮
ら
し
に
く
く
な
り
そ
う

で
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
や

介
護
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
社
会
保
障
を
守
る
・
平
和
を
守

る
・
健
康
を
守
る
」
活
動
を
み
な

さ
ま
と
共
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
の
居
場
所
「
つ
な
が
り

カ
フ
ェ
」(

毎
週
月
曜
日)

や
Ｄ
Ｖ

Ｄ
鑑
賞
会
「
友
の
会
シ
ア
タ
ー
」

(

月
一
回)

を
通
じ
て
仲
間
も
増
え

ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
活
動
も
、
着

物
リ
メ
イ
ク
サ
ー
ク
ル
・
一
之
江

健
康
サ
ー
ク
ル
・
コ
カ
リ
ナ
サ
ー

ク
ル
・
ヨ
ガ
教
室
と
活
発
に
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
旅
行
や
お
し
ゃ
べ

り
会
な
ど
、
新
し
い
仲
間
と
つ
な

が
り
楽
し
く
過
ご
す
居
場
所
を
ふ

や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

会
員
の
み
な
さ
ま
、
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

江戸川健康友の会

会長 猪瀬悠紀子

なぎさ薬局ではFAX・LINEなどでも処方せんの受付をし

ております。処方せんの期限は原則処方せんを受け取った

日を含めて４日以内です。期限以内に原本をお持ち下さい。

お薬手帳は紙とスマホなどのデジタルがあります。飲み

合わせや重複などの確認、服用期間など安全に薬を使用す

る手助けになりますので、是非ご利用下さい。

LINEを開いて友達登録か

らQRコードを読むだけ

2026年は午年（うまどし）

渡辺利子・富塚治江・柏熊ユキさんによる作品（一之江健康サークル）

今年は60年に一度巡りくる丙午（ひのえうま）で新しい挑戦や目標達成に最適な年とのこ

と。物価高からくらしや平和・憲法を守り、誰でも安心の医療や介護・年金など社会保障充

実をめざした年にしましょう

「
友
の
会
だ
よ
り
」
２
月
号
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2026年
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◆帯状疱疹にかかるリスク

帯状疱疹は、子どもの頃にかかった水ぼうそう

のウイルス（水痘・帯状疱疹ウイルス）が体の中

で長期間潜伏し、加齢、疲労、ストレス等で免疫

力が低下することで発症します。症状は、痛み

（ピリピリ、ズキズキなど）を伴うことが多く、体

の片側に水ぶくれを伴う赤い斑点が帯状に広がり

ます。皮膚症状が治ったあとも、帯状疱疹後神経

痛とよばれる長期間にわたる痛みが続くことがあ

ります。

年齢を重ねるにつれて、特に 50歳を過ぎると、

帯状疱疹にかかるリスクが高くなります。リスク

を軽減するための帯状疱疹ワクチンは現在 2 種類

あります。ワクチンの接種回数や方法、効果とそ

の持続期間、副反応について解説します。

◆2種類のワクチン

帯状疱疹ワクチンには生ワクチン、不活化ワク

チンの 2種類があり、いずれか 1 種類を接種しま

す。

・ 生ワクチン：皮下に 1 回注射

・ 不活化ワクチン：2 か月以上の間隔をあけて 2

回筋肉内に注射

生ワクチンの場合、免疫が低下している人や免

疫抑制剤を内服している人は接種できませんが、

不活化ワクチンは接種できます。

帯状疱疹発症の抑制効果は生ワクチンが約 50～

60%、不活化ワクチンは約 90%といわれています。

予防効果は生ワクチンが 5年程度、不活化ワクチ

ンは 9年以上持続するといわれています。

生ワクチンは自費で 9000 円前後で 1回の接種で

済みます。一方、不活化ワクチンは自費で１回 2

万～ 2 万 5千円。2 回接種しないといけないので

総額 4～ 5万円となり、費用が高くなります。公

費助成によって自費の価格よりは安くなります

が、市町村ごとに自己負担額は違いますので、ご

確認ください。

◆ワクチンの副反応について

生ワクチンは注射を打った部位の腫れは半分く

らいの方に出ますが、全身の副反応はあまりあり

ません。稀にアナフィラキシー、血小板減少性紫

斑病、無菌性髄膜炎などの重篤な副反応がありま

す。

不活化ワクチンは注射を打った部位の痛みが多

くの方に出てしまいます。他に全身の副反応とし

て多い頻度順に筋肉痛・疲労感、頭痛、悪寒・発

熱があります。稀にショック、アナフィラキシー

などの重篤な副反応があります。

50歳以上で帯状疱疹ワクチン接種をお考えの方

は、各ワクチンの特性を十分に理解し、かかりつ

け医療機関で相談してみてください。

「いつでも元気」誌より転載

編
集
後
記

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
は

60
年
に
一
度
巡
っ
て
く
る

丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）
で
、
特
別
な
年
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
〝
友
の
会
だ
よ
り
〟

新
年
号
の
表
紙
の
写
真
は
、
干
支
に
ち
な

ん
だ
一
之
江
健
康
サ
ー
ク
ル
の
み
な
さ
ん

の
手
芸
作
品
〝
馬
〟
で
す
。
３
ヶ
月
か
け

て
仕
上
げ
ま
し
た
▼
会
員
の
み
な
さ
ん
へ

の
年
頭
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
昨
年
７
月
に

一
之
江
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
諸
般
の
医
療

情
勢
を
受
け
て
閉
鎖
に
な
っ
た
こ
と
で
、

な
ぎ
さ
薬
局
の
中
島
桃
子
薬
局
長
に
寄
稿

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
▼
友
の
会
だ
よ
り

編
集
委
員
は
現
在
７
人
で
、
会
員
の
く
ら

し
に
役
立
つ
情
報
、
友
の
会
活
動
の
前
進

の
た
め
に
紙
面
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
ま

す
▼
今
年
も
会
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
〝
私

の
ふ
る
さ
と
〟
を
は
じ
め
俳
句
や
短
歌
、

エ
ッ
セ
イ
な
ど
の
寄
稿
を
心
待
ち
に
し
て

い
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
多
く
会
員
が
登
場

す
る
紙
面
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り

ま
す
。

（
黒
木
）

役立つ健康メモ 102 薬の話№71

帯状疱疹ワクチン

新小岩診療所所長

田村 倫朗

皆様明けましておめでとうご

ざいます。この原稿を書いてい

るのは霜降の節季、霜始降花

(しもはじめてふる)候です。昨

年は長い間友の会のためにご尽

力いただいた八巻さん、丸山さ

んが逝去されました。謹んでご

冥福をお祈りいたします。

令和時代になって新型コロナ、

能登半島地震、ロシア・イスラ

エルの侵略など多くの天災人災

に見舞われています。時を越え

て生き続けてきた新小岩四丁目

公園のクスノキは令和時代をど

のように見ているのでしょうか。

幹の周囲を一周すると願い事が

叶うという言い伝えのクスノキ

もあるそうです。私も若い頃は

もてたいなぁとか金持ちになり

たいなぁとか願いがありました

が、私の髪も霜降の節季を迎え

何が幸せかわからないけれど皆

が幸せでありますようにと願う

齢になりました。

凍えるような日々が続きます

が、新小岩診療所では心温かく

してお迎えいたします。友の会

の皆様には今年も叱咤激励のほ

ど何卒よろしくお願いいたしま

す。

葛西みなみ診療所所長

松村 浩生

皆さま明けましておめでとう

ございます。旧年はご愛顧いた

だき誠に感謝しております。

世界ではトランプは貿易相手

国に一方的な関税をふっかけ交

渉の足掛かりにしました。中国

政府が中国人民への日本訪問の

自粛を呼びかけました。ロシア

とウクライナの和平交渉がなか

なか進みません。イスラエルと

ガザ地区の停戦交渉も第一段階

の終了が近づく中イスラエルが

ガザを空爆しました。

日本では自民党が総裁を交代

し公明党との連立を解消し維新

の会と連立しました。コメの値

段はあまり下がらず、ヒトを怖

がらなくなったクマによる人的

被害も起きました

法人では一之江内科を閉鎖し

ました。

今年度はその法人も合同合併

します。

そのよう状況でも葛西みなみ

診療所は経営をますます盤石な

ものにするために努力を続けま

す。

本年も、ご指導・ご鞭撻のほ

ど、よろしくお願いします。

なぎさ薬局長

中島 桃子

謹んで新年のお慶びを申し上

げます。

未だに新型コロナウイルスの

影響は大きく、コロナ・インフ

ルエンザの流行や薬の流通困難

など続いておりますが、困難を

きっかけに多職種の方々や他薬

局の方々との交流もあり連携が

強くなったと感じております。

LINEでの調剤予約やオンライ

ンなど使用し、どこの処方箋で

も受付しております。また、薬

局の在り方も日々変わっており、

処方箋の調剤だけでなく、日常

の気になったことや体調も相談

できる窓口になっていけたらと

思っております。

本年も変わらぬご支援を賜れ

ましたら幸いです。

なぎさ薬局は小さな薬局です

が、職員一同日々精進していき

ますので、何卒よろしくお願い

申し上げます。
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▼
俳
句

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

流
れ
雲
星
が
ま
た
た
く
寒
月
夜

冬
き
た
る
地
藏
衣
に
赤
ず
き
ん

サ
ン
タ
待
つ
ツ
リ
ー
飾
り
も
手
が
冷
え
て

▼
川
柳

江
戸
川

小
林

功

ラ
イ
ン
に
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
雨
の
イ
ブ

サ
ン
タ
走
る
世
界
の
子
ら
に
平
和
を
と

忘
れ
な
い
天
皇
は
神
だ
っ
た
昭
和
を

作
り
笑
い
た
め
ら
い
も
な
く
戦
争
へ

中
葛
西

佐
々
木
ゆ
づ
き

モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ル
息
子
へ
生
き
て
ま
す

家
系
図
に
郷
土
の
偉
人
ち
ょ
い
と
足
し

大
空
襲
生
死
を
暗
い
路
地
に
賭
け

ダ
メ
絶
対
分
か
っ
て
い
た
が
蜜
の
味

３ ６

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

東
京
大
空
襲
を
忘
れ
な
い

〝
平
和
の
つ
ど
い
〟
に
参
加

南
葛
西

岡

恵
子

12
月
２
日
～
４
日
、
江
東
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
「
東
京
大
空
襲
を

忘
れ
な
い
〝
平
和
の
つ
ど
い
〟
」
が

ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
今
回
で
７
回
目

だ
そ
う
で
す
。
〝
戦
禍
を
憎
み
平
和

を
祈
る
〟
と
表
題
に
加
え
て
あ
り
ま

し
た
。

私
た
ち
葛
西
お
ん
ち
コ
ー
ラ
ス
の

メ
ン
バ
ー
５
人
は
、
混
声
合
唱
団

「
こ
の
灯
」
に
声
か
け
し
て
も
ら
い
、

合
同
練
習
に
加
わ
り
ま
し
た
。
そ
し

て

12
月
３
日
の
舞
台
に
立
た
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
講
談
師
神
田
香
織
さ
ん

の
司
会
で
、
ま
ず
高
田
敏
江
さ
ん
の

ビ
デ
オ
「
赤
い
涙
」
が
流
さ
れ
ま
し

た
。
と
て
も
感
動
的
な
朗
読
で
し

た
。
次
が
「
こ
の
灯
」
の
出
番
で
し

た
。
「
人
間
を
返
せ
」
「
ア
メ
ー
ジ
ン

グ
グ
レ
イ
ス
」
「
い
ま
、
こ
の
街
に
生

き
て
い
る
君
た
ち
」
の
三
曲
で
し

た
。と

く
に
私
た
ち
が
力
を
入
れ
て
練

習
し
た
「
い
ま
、
こ
の
街
に
生
き
て

い
る
君
た
ち
」
は
、
３
月

10
日
に
命

を
落
と
し
た
人
た
ち
の
気
持
ち
、
残

さ
れ
た
も
の
が
、
再
び
戦
争
を
起
こ

し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
力
強
い
思

い
が
込
め
ら
れ
た
、
と
て
も
壮
大
な

曲
で
し
た
。
歌
っ
て
い
て
感
動
し
ま

し
た
が
、
一
度
客
席
で
聞
い
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
け
や
き
平
和
混
声
合
唱

団
」
の
合
唱
、
」
神
田
伊
織
さ
ん
の
並

木
路
子
を
語
る
講
談
、
第
二
部
は
伊

藤
千
尋
さ
ん
の
て
い
談
で
し
た
。
と

て
も
い
い
企
画
な
の
に
客
席
に
空
席

が
目
立
っ
た
の
が
残
念
で
し
た
。

展
示
室
で
は
絵
画
、
写
真
、
パ
ネ

ル
展
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
石
川
光

陽
さ
ん
と
い
う
写
真
家
が
撮
っ
た
、

東
京
大
空
襲
の
写
真
は
初
め
て
見
る

も
の
が
多
く
、
と
て
も
リ
ア
ル
で
、

ぞ
っ
と
す
る
写
真
で
し
た
。
石
川
文

洋
さ
ん
の
ベ
ト
ナ
ム
の
写
真
は
近
距

離
で
撮
っ
た
も
の
な
ど
、
命
が
け
の

も
の
が
多
く
、
戦
争
と
は
命
の
や
り

取
り
な
ん
だ
と
い
う
事
を
感
じ
ま

す
。始

ま
っ
た
ら
終
わ
る
の
が
む
ず
か

し
い
の
が
戦
争
。
戦
争
は
絶
対
起
こ

し
て
は
な
ら
な
い
！
そ
の
気
持
ち
を

私
た
ち
だ
け
で
な
く
、
国
の
政
治
を

司
る
人
た
ち
こ
そ
、
肝
に
命
じ
て
欲

し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

▼
短
歌

中
央

二
瓶

誠
一

真
夜
目
覚
め
ガ
ザ
の
子
思
う
母
思
う
包
み
や
り
た
し
温
き
や
す
ら
ぎ

ま

よ

山
道
を
敷
き
詰
む
ご
と
く
木
の
実
落
つ
熊
と
の
共
存
思
い
つ
つ
登
る

今
朝
も
ま
た
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
行
き
来
る
イ
ン
フ
ル
、
コ
ロ
ナ
の
広
が
る
気
配

エッセイ

介
護
保
険
制
度
は
「
介
護
の

社
会
化
」
と
は
裏
腹
に
、
政
府

に
よ
っ
て
「
制
度
の
持
続
可
能

性
の
確
保
」
を
口
実
に
制
度
の

見
直
し
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
『
給
付
は
削
ら
れ
負
担
は
引

上
げ
ら
れ
報
酬
は
低
く
据
え
置

か
れ
、
一
方
で
は
保
険
料
は
上

昇
し
続
け
て
き
た
』
こ
の

25
年

の
中
で
現
在
の
介
護
保
険
は
深

刻
な
危
機
に
直
面
し
て
い
ま

す
。第

一
に
、
相
次
ぐ
給
付
と
負

担
の
見
直
し
で
「
保
険
あ
っ
て

介
護
な
し
」
と
い
う
公
的
介
護

を
保
障
す
る
制
度
と
し
て
重
大

な
機
能
不
全
を
起
こ
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
第
二
に
、
人
手
不

足
と
低
介
護
報
酬
に
よ
る
経
営

難
に
よ
り
、
事
業
所
の
存
続
そ

の
も
の
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
第
三
に
、
物
価
高

騰
や
年
金
引
き
下
げ
で
、
高
齢

者
に
と
っ
て
介
護
保
険
料
の
支

払
い
が
限
界
に
き
て
い
ま
す
。

「
三
大
改
悪
案
」
は
中
止
を

政
府
の
審
議
会
は
①
利
用
料

２
割
負
担
の
対
象
拡
大
②
ケ
ア

プ
ラ
ン
の
有
料
化
③
要
介
護

１
・
２
の
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

等
の
総
合
事
業
へ
の
移
行
と
い

う
「
三
大
改
悪
」
案
を
来
年
２

０
２
６
年
の
国
会
に
法
律
を
上

程
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
利
用
料
２
割
負
担

の
対
象
拡
大
は
、
法
律
「
改

正
」
を
要
せ
ず
閣
議
決
定
で
実

施
で
き
る
た
め
、
政
府
も
重
点

を
置
い
て
い
ま
す
。

「
三
大
改
悪
」
案
は
、
い
ず
れ

も
利
用
者
・
事
業
者
双
方
に
重

大
な
困
難
を
も
押
し
付
け
る
も

の
で
あ
り
、
検
討
の
中
止
を
強

く
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

利
用
料
軽
減
と
介
護
職
員
の

給
与
引
き
上
げ

中
央
社
保
協
で
は
「
緊
急
改

善
」
と
「
抜
本
改
革
」
の
２
段

構
え
で
介
護
保
険
の
改
革
を
提

言
し
て
い
ま
す
。
「
緊
急
改
善
」

は
、
利
用
者
・
事
業
者
の
困
難

を
早
急
に
打
開
す
る
改
革
で

す
。例

え
ば
利
用
料
負
担
が
軽
減

さ
れ
、
区
分
支
給
限
度
額
が
大

幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
れ
ば
、
１

人
ぐ
ら
し
で
も
介
護
保
険
を

使
っ
て
在
宅
生
活
が
続
け
て
い

け
る
条
件
が
広
が
る
で
し
ょ

う
。
介
護
職
員
の
給
与
は
全
産

業
平
均
水
準
ま
で
引
き
上
げ
る

こ
と
が
必
要
で
、
そ
の
財
源
は

全
額
公
費
で
賄
う
こ
と
を
提
言

し
て
い
ま
す
。

憲
法
25
条
を
土
台
に

必
要
に
応
じ
て
保
障

「
抜
本
改
革
」
は
、
制
度
の
根

幹
部
分
の
再
設
計
で
あ
り
、
利

用
料
廃
止
な
ど
利
用
を
困
難
に

し
て
い
る
制
度
の
仕
組
み
を
根

本
か
ら
改
め
る
こ
と
で
す
。
憲

法

25
条
（
生
存
権
・
国
の
生
存

権
保
障
義
務
）
を
土
台
に
「
必

要
充
足
」
（
給
付
は
負
担
に
応
じ

て
で
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
保

障
）
「
応
能
負
担
」
（
負
担
は
給

付
に
応
じ
て
で
な
く
、
負
担
能

力
に
応
じ
た
応
分
の
負
担
）
の

原
則
が
貫
か
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ミ
サ
イ
ル
で
は
な
く
ケ
ア
を

政
府
は
巨
額
の
防
衛
費
を
聖

域
化
し
、
そ
の
た
め
に
社
会
保

障
費
を
徹
底
的
に
制
限
す
る
方

針
を
揚
げ
て
い
ま
す
。

政
府
が
す
す
め
る
介
護
保
険

改
革
は
「
介
護
の
社
会
化
」
で

は
な
く
、
給
付
を
削
り
、
介
護

を
家
庭
（
女
性
）
に
押
し
戻
す

「
介
護
の
再
家
庭
化
」
を
い
っ
そ

う
す
す
め
る
も
の
で
す
。
「
ミ
サ

イ
ル
で
は
な
く
ケ
ア
を
」
を
揚

げ
「
ケ
ア
が
大
切
に
さ
れ
る
社

会
」
を
め
ざ
し
、
社
会
保
障
の

充
実
、
介
護
保
険
制
度
の
改

善
・
改
革
を
求
め
る
声
を
大
き

く
広
げ
ま
し
ょ
う
。

（
黒
木
）

（
全
日
本
民
医
連
「
民
医
連
新
聞
」
か
ら
）

危
機
に
直
面
す
る
介
護
保
険

国
庫
負
担
増
や
し
、
利
用
料
は
無
料
へ

２
０
０
０
年
に
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
25
年
。
大
き
な
社

会
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
一
方
、
繰
り
返
す
改
悪
で
、
地
域
で
は

「
介
護
の
社
会
化
」
と
は
ほ
ど
遠
い
深
刻
な
介
護
困
難
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
民
医
連
も
参
加
し
て
い
る
中
央
社
会
保
障
推
進
協
議
会
（
社
保

協
）
が
ま
と
め
た
「
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
改
革
提
言
」
の
主
な
ポ
イ

ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

〝
友
の
会
だ
よ
り
〟
９
／
10
日
号

記
事
の
訂
正
に
つ
い
て

「
コ
カ
リ
ナ
と
の
出
会
い
」
矢
野
さ
ん
の
記
事
中
の
黒
崎
黒
太
郎
さ
ん
は
黒
坂
黒
太

郎
さ
ん
が
正
し
い
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
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「
あ
る
街
の
高
い
煙
突
」
新

田
次
郎
の
小
説
に
描
か
れ
た
日

立
鉱
山
か
ら
西
へ
山
を
越
え
、

さ
ら
に
北
へ
向
か
う
。
福
島
県

と
の
県
境
に
ほ
ど
近
い
そ
の
場

所
が
私
の
ふ
る
さ
と
で
す
。

周
囲
を
山
に
囲
ま
れ
、
田
園

が
広
が
る
日
本
の
ど
こ
に
で
も

あ
る
よ
う
な
風
景
の
中
で
、
私

は

18
才
ま
で
を
過
ご
し
ま
し

た
。田

舎
だ
っ
た
の
で
幼
稚
園
な

ど
な
い
時
代
、
幼
い
頃
は
母
と

一
緒
に
田
畑
へ
行
き
、
年
子
の

弟
と
野
い
ち
ご
を
摘
ん
だ
り
、

サ
ワ
ガ
ニ
を
捕
ま
え
た
り
し
て

遊
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
日
々

の
中
で
、
食
べ
ら
れ
る
野
草
の

見
分
け
方
や
暮
ら
し
の
知
恵
を

母
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。
今
で

い
う
生
活
の
知
恵
、
そ
れ
は
私

の
大
切
な
宝
物
で
す
。

実
家
は
兼
業
農
家
で
食
べ
物

は
ほ
と
ん
ど
自
給
自
足
で
し

た
。
そ
の
姿
を
当
り
前
の
よ
う

に
見
て
育
ち
、
私
自
身
も
そ
ば

打
ち
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
帰
省
す
る
た
び
に
母
の

手
料
理
を
口
に
す
る
と
、
す
べ

て
一
か
ら
丹
精
込
め
て
作
ら
れ

た
も
の
だ
か
ら
こ
そ
の
温
か
さ

を
感
じ
ま
す
。
は
な
れ
て
暮
ら

し
て
初
め
て
、
そ
の
価
値
に
気

づ
き
ま
し
た
。

故
郷
は
今
、
人
口
が
減
り
、

限
界
集
落
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
人
の
声
が
響
い
て
い
た

家
々
は
空
き
家
と
な
り
、
田
畑

も
手
を
入
れ
る
人
が
い
な
く
な

り
ま
し
た
。
変
わ
ら
な
い
と

思
っ
て
い
た
風
景
が
、
静
か
に

失
わ
れ
て
い
く
現
実
に
胸
の
奥

が
痛
み
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
あ

の
土
地
に
育
ま
れ
た
暮
ら
し
や

身
体
感
覚
は
確
か
に
私
の
中
に

生
き
て
い
ま
す
。
故
郷
が
小
さ

く
な
っ
て
い
く
今
だ
か
ら
こ

そ
、
そ
こ
で
受
け
取
っ
た
も
の

を
、
私
は
手
放
さ
ず
に
い
た
い

と
思
う
の
で
す
。

母
か
ら
教
わ
っ
た
暮
ら
し
の

知
恵
は
私
の
大
切
な
宝
物

茨城県

東葛西 岡野 和江

着物リメイクサークル

12 月最後のつながりカフェは食事デー

でした。、〝クリスマス・ランチ〟に 34 名

の方が参加し、会場のかさい保健医療福祉

ビル５階ホールは寒さも吹き飛ぶぐらいに

賑やかな話し声に包まれました。

メニューは「ポークストロガノフ、セロ

リの和え物、サラダ、プチカップケーキ」

とクリスマスらしい内容でした。

朝から頑張って作ったスタッフには「美

味しかったです！」の声があちこちからか

かり、用意した人数分はギリギリでした。

毎週カフェに参加している人が何人も

誘って来てくれ、つながりが広がっていま

す。初めての人も「気になっていたんです

が、ひとりだと来づらくて。でもみんない

い人で今日はたくさん話ができました。な

んでもっと早く来なかったのかと思いまし

た！」と嬉しい感想を残し帰られました。

〝つながりカフェ〟はみんなの居場所と

して誰でも自由に参加できて楽しめるとこ

ろ、ほっとできるところ、人とつながれる

ところをめざしています。

地域に根ざしさらにつながりを広げま

しょう。 （森岡）

今年もさらに つながりを広げて 元気に

アミティエコカリナ
サークル

男女問わず 100 歳までＯＫ

●毎月 第 2・第 4(水)

10時 30分～12時

●葛西みなみ診療所５ F

●水分、ヨガマット又は

バスタオルなど持参

●参加費 300 円

らくらくスッキリヨガ教室

木の音色を奏でませんか

●毎月 第３(火)
10 時～ 12 時

●葛西みなみ診療所５F

●電話：03-3687-9021

小倉まで

捨てがたい着物を
リメイクで甦らせよう

●毎週(金)10 時～ 15時

●葛西みなみ診療所５F

●裁縫道具および飲み物・

昼食は各自持参

●参加無料

手芸を楽しみながら交流

●毎週 （火）（木） 10時～ 15時

●コミュニティプラザ一之江
●問合せ：090-2435-8592（渡辺）

＜一之江歌う会＞

●毎月第 2（土）13時～ 15時

●松江区民プラザ・音楽室

●連絡先：090-1206-4478（小永井）

一之江健康サークル

会場いっぱいに笑顔と話し声が溢れました。

らくらくスッキリ

ヨガ教室
体の使い方ができるようになるヨガ

自分の身体は、自分で変えられる

私が伝えているのは「自分の体を自分で使えるように

する」ことです。

多くの人は、痛みがあるとお医者さんに行って治して

もらう。薬や注射でなんとかする。それが今の一般的な

考え方ですよね。

でも私は思うのです。

痛みは「悪者」ではなく、体の大切なメッセージだと。

「その使い方、ちょっと違うよ」という体の声なんです。

人は生まれたときに誰からも教わらずに、はいはいを

して、立ちあがり、歩き出します。それほど私たちの体

は、自然で正しい使い方を知っているのです。ところが

大人になると、その感覚を忘れ、いつの間にか体を雑に

扱うようになってしまう。

その結果が痛みとして現れるのだと思います。

だからこそ、私は言いたいのです。痛みは〝敵〟ではな

く〝気づき〟のチャンスだと。

自分の体の使い方を見直し、再確認すること。それが

本当の意味で「治す」ということなのです。

毎日少しづつ体に意識を向けていくことで確実に変化

が起こります。 (ヨガ講師：イブキ）

イブキ先生の

江
戸
川
健
康
友
の
会
は
、
江
戸
川

大
気
汚
染
を
な
く
す
会
と
共
同
で
、

12
月
１
日
に
江
戸
川
区
長
に
対
し
、

街
路
樹
の
植
栽
充
実
を
求
め
る
要
請

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
数
年
地
球
温
暖
化
の
影
響
も

あ
り
、
猛
暑
や
渇
水
で
街
路
樹
、
特

に
中
低
木
の
枯
れ
死
化
防
止
策
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
区
道
の
ツ

ツ
ジ
な
ど
は
枯
れ
死
が
目
立
つ
状
況

に
あ
り
ま
す
。
枯
れ
損
木
を
撤
去

し
、
植
替
え
を
し
て
街
路
樹
の
早
期

回
復
に
と
り
く
ん
で
い
た
だ
く
よ
う

要
請
し
ま
し
た
。

応
対
し
た
環
境
部
・
水
と
み
ど
り

の
課
の
係
員
は
「
国
や
都
の
協
力
を

得
な
が
ら
〝
街
路
樹
１
０
０
万
本
〟

を
達
成
し
、
道
路
緑
化
を
推
進
し
て

き
た
。
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
枯
れ
死
は
承

知
し
て
い
る
。
予
算
に
限
り
が
あ
る

が
、
早
く
対
処
し
て
い
き
た
い
」
と

答
え
ま
し
た
。

（
黒
木
）

みなさんの居場所
お越しをお待ちしています

●毎週(月)11時～15時

新年は1月19日からです

●葛西みなみ診療所５ F

●コーヒー 100 円
茶菓子 100 円

つながりカフェ

ツ
ツ
ジ
な
ど
の
枯
木
を
植
替
え
て

街
路
樹
の
植
栽
で
区
に
要
請

区・水とみどりの課の係員と懇談し、要請を渡す
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▼
俳
句

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

流
れ
雲
星
が
ま
た
た
く
寒
月
夜

冬
き
た
る
地
藏
衣
に
赤
ず
き
ん

サ
ン
タ
待
つ
ツ
リ
ー
飾
り
も
手
が
冷
え
て

▼
川
柳

江
戸
川

小
林

功

ラ
イ
ン
に
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
雨
の
イ
ブ

サ
ン
タ
走
る
世
界
の
子
ら
に
平
和
を
と

忘
れ
な
い
天
皇
は
神
だ
っ
た
昭
和
を

作
り
笑
い
た
め
ら
い
も
な
く
戦
争
へ

中
葛
西

佐
々
木
ゆ
づ
き

モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ル
息
子
へ
生
き
て
ま
す

家
系
図
に
郷
土
の
偉
人
ち
ょ
い
と
足
し

大
空
襲
生
死
を
暗
い
路
地
に
賭
け

ダ
メ
絶
対
分
か
っ
て
い
た
が
蜜
の
味

３ ６

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

東
京
大
空
襲
を
忘
れ
な
い

〝
平
和
の
つ
ど
い
〟
に
参
加

南
葛
西

岡

恵
子

12
月
２
日
～
４
日
、
江
東
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
「
東
京
大
空
襲
を

忘
れ
な
い
〝
平
和
の
つ
ど
い
〟
」
が

ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
今
回
で
７
回
目

だ
そ
う
で
す
。
〝
戦
禍
を
憎
み
平
和

を
祈
る
〟
と
表
題
に
加
え
て
あ
り
ま

し
た
。

私
た
ち
葛
西
お
ん
ち
コ
ー
ラ
ス
の

メ
ン
バ
ー
５
人
は
、
混
声
合
唱
団

「
こ
の
灯
」
に
声
か
け
し
て
も
ら
い
、

合
同
練
習
に
加
わ
り
ま
し
た
。
そ
し

て

12
月
３
日
の
舞
台
に
立
た
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
講
談
師
神
田
香
織
さ
ん

の
司
会
で
、
ま
ず
高
田
敏
江
さ
ん
の

ビ
デ
オ
「
赤
い
涙
」
が
流
さ
れ
ま
し

た
。
と
て
も
感
動
的
な
朗
読
で
し

た
。
次
が
「
こ
の
灯
」
の
出
番
で
し

た
。
「
人
間
を
返
せ
」
「
ア
メ
ー
ジ
ン

グ
グ
レ
イ
ス
」
「
い
ま
、
こ
の
街
に
生

き
て
い
る
君
た
ち
」
の
三
曲
で
し

た
。と

く
に
私
た
ち
が
力
を
入
れ
て
練

習
し
た
「
い
ま
、
こ
の
街
に
生
き
て

い
る
君
た
ち
」
は
、
３
月

10
日
に
命

を
落
と
し
た
人
た
ち
の
気
持
ち
、
残

さ
れ
た
も
の
が
、
再
び
戦
争
を
起
こ

し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
力
強
い
思

い
が
込
め
ら
れ
た
、
と
て
も
壮
大
な

曲
で
し
た
。
歌
っ
て
い
て
感
動
し
ま

し
た
が
、
一
度
客
席
で
聞
い
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
け
や
き
平
和
混
声
合
唱

団
」
の
合
唱
、
」
神
田
伊
織
さ
ん
の
並

木
路
子
を
語
る
講
談
、
第
二
部
は
伊

藤
千
尋
さ
ん
の
て
い
談
で
し
た
。
と

て
も
い
い
企
画
な
の
に
客
席
に
空
席

が
目
立
っ
た
の
が
残
念
で
し
た
。

展
示
室
で
は
絵
画
、
写
真
、
パ
ネ

ル
展
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
石
川
光

陽
さ
ん
と
い
う
写
真
家
が
撮
っ
た
、

東
京
大
空
襲
の
写
真
は
初
め
て
見
る

も
の
が
多
く
、
と
て
も
リ
ア
ル
で
、

ぞ
っ
と
す
る
写
真
で
し
た
。
石
川
文

洋
さ
ん
の
ベ
ト
ナ
ム
の
写
真
は
近
距

離
で
撮
っ
た
も
の
な
ど
、
命
が
け
の

も
の
が
多
く
、
戦
争
と
は
命
の
や
り

取
り
な
ん
だ
と
い
う
事
を
感
じ
ま

す
。始

ま
っ
た
ら
終
わ
る
の
が
む
ず
か

し
い
の
が
戦
争
。
戦
争
は
絶
対
起
こ

し
て
は
な
ら
な
い
！
そ
の
気
持
ち
を

私
た
ち
だ
け
で
な
く
、
国
の
政
治
を

司
る
人
た
ち
こ
そ
、
肝
に
命
じ
て
欲

し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

▼
短
歌

中
央

二
瓶

誠
一

真
夜
目
覚
め
ガ
ザ
の
子
思
う
母
思
う
包
み
や
り
た
し
温
き
や
す
ら
ぎ

ま

よ

山
道
を
敷
き
詰
む
ご
と
く
木
の
実
落
つ
熊
と
の
共
存
思
い
つ
つ
登
る

今
朝
も
ま
た
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
行
き
来
る
イ
ン
フ
ル
、
コ
ロ
ナ
の
広
が
る
気
配

エッセイ

介
護
保
険
制
度
は
「
介
護
の

社
会
化
」
と
は
裏
腹
に
、
政
府

に
よ
っ
て
「
制
度
の
持
続
可
能

性
の
確
保
」
を
口
実
に
制
度
の

見
直
し
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
『
給
付
は
削
ら
れ
負
担
は
引

上
げ
ら
れ
報
酬
は
低
く
据
え
置

か
れ
、
一
方
で
は
保
険
料
は
上

昇
し
続
け
て
き
た
』
こ
の

25
年

の
中
で
現
在
の
介
護
保
険
は
深

刻
な
危
機
に
直
面
し
て
い
ま

す
。第

一
に
、
相
次
ぐ
給
付
と
負

担
の
見
直
し
で
「
保
険
あ
っ
て

介
護
な
し
」
と
い
う
公
的
介
護

を
保
障
す
る
制
度
と
し
て
重
大

な
機
能
不
全
を
起
こ
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
第
二
に
、
人
手
不

足
と
低
介
護
報
酬
に
よ
る
経
営

難
に
よ
り
、
事
業
所
の
存
続
そ

の
も
の
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
第
三
に
、
物
価
高

騰
や
年
金
引
き
下
げ
で
、
高
齢

者
に
と
っ
て
介
護
保
険
料
の
支

払
い
が
限
界
に
き
て
い
ま
す
。

「
三
大
改
悪
案
」
は
中
止
を

政
府
の
審
議
会
は
①
利
用
料

２
割
負
担
の
対
象
拡
大
②
ケ
ア

プ
ラ
ン
の
有
料
化
③
要
介
護

１
・
２
の
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

等
の
総
合
事
業
へ
の
移
行
と
い

う
「
三
大
改
悪
」
案
を
来
年
２

０
２
６
年
の
国
会
に
法
律
を
上

程
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
利
用
料
２
割
負
担

の
対
象
拡
大
は
、
法
律
「
改

正
」
を
要
せ
ず
閣
議
決
定
で
実

施
で
き
る
た
め
、
政
府
も
重
点

を
置
い
て
い
ま
す
。

「
三
大
改
悪
」
案
は
、
い
ず
れ

も
利
用
者
・
事
業
者
双
方
に
重

大
な
困
難
を
も
押
し
付
け
る
も

の
で
あ
り
、
検
討
の
中
止
を
強

く
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

利
用
料
軽
減
と
介
護
職
員
の

給
与
引
き
上
げ

中
央
社
保
協
で
は
「
緊
急
改

善
」
と
「
抜
本
改
革
」
の
２
段

構
え
で
介
護
保
険
の
改
革
を
提

言
し
て
い
ま
す
。
「
緊
急
改
善
」

は
、
利
用
者
・
事
業
者
の
困
難

を
早
急
に
打
開
す
る
改
革
で

す
。例

え
ば
利
用
料
負
担
が
軽
減

さ
れ
、
区
分
支
給
限
度
額
が
大

幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
れ
ば
、
１

人
ぐ
ら
し
で
も
介
護
保
険
を

使
っ
て
在
宅
生
活
が
続
け
て
い

け
る
条
件
が
広
が
る
で
し
ょ

う
。
介
護
職
員
の
給
与
は
全
産

業
平
均
水
準
ま
で
引
き
上
げ
る

こ
と
が
必
要
で
、
そ
の
財
源
は

全
額
公
費
で
賄
う
こ
と
を
提
言

し
て
い
ま
す
。

憲
法
25
条
を
土
台
に

必
要
に
応
じ
て
保
障

「
抜
本
改
革
」
は
、
制
度
の
根

幹
部
分
の
再
設
計
で
あ
り
、
利

用
料
廃
止
な
ど
利
用
を
困
難
に

し
て
い
る
制
度
の
仕
組
み
を
根

本
か
ら
改
め
る
こ
と
で
す
。
憲

法

25
条
（
生
存
権
・
国
の
生
存

権
保
障
義
務
）
を
土
台
に
「
必

要
充
足
」
（
給
付
は
負
担
に
応
じ

て
で
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
保

障
）
「
応
能
負
担
」
（
負
担
は
給

付
に
応
じ
て
で
な
く
、
負
担
能

力
に
応
じ
た
応
分
の
負
担
）
の

原
則
が
貫
か
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ミ
サ
イ
ル
で
は
な
く
ケ
ア
を

政
府
は
巨
額
の
防
衛
費
を
聖

域
化
し
、
そ
の
た
め
に
社
会
保

障
費
を
徹
底
的
に
制
限
す
る
方

針
を
揚
げ
て
い
ま
す
。

政
府
が
す
す
め
る
介
護
保
険

改
革
は
「
介
護
の
社
会
化
」
で

は
な
く
、
給
付
を
削
り
、
介
護

を
家
庭
（
女
性
）
に
押
し
戻
す

「
介
護
の
再
家
庭
化
」
を
い
っ
そ

う
す
す
め
る
も
の
で
す
。
「
ミ
サ

イ
ル
で
は
な
く
ケ
ア
を
」
を
揚

げ
「
ケ
ア
が
大
切
に
さ
れ
る
社

会
」
を
め
ざ
し
、
社
会
保
障
の

充
実
、
介
護
保
険
制
度
の
改

善
・
改
革
を
求
め
る
声
を
大
き

く
広
げ
ま
し
ょ
う
。

（
黒
木
）

（
全
日
本
民
医
連
「
民
医
連
新
聞
」
か
ら
）

危
機
に
直
面
す
る
介
護
保
険

国
庫
負
担
増
や
し
、
利
用
料
は
無
料
へ

２
０
０
０
年
に
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
25
年
。
大
き
な
社

会
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
一
方
、
繰
り
返
す
改
悪
で
、
地
域
で
は

「
介
護
の
社
会
化
」
と
は
ほ
ど
遠
い
深
刻
な
介
護
困
難
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
民
医
連
も
参
加
し
て
い
る
中
央
社
会
保
障
推
進
協
議
会
（
社
保

協
）
が
ま
と
め
た
「
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
改
革
提
言
」
の
主
な
ポ
イ

ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

〝
友
の
会
だ
よ
り
〟
９
／
10
日
号

記
事
の
訂
正
に
つ
い
て

「
コ
カ
リ
ナ
と
の
出
会
い
」
矢
野
さ
ん
の
記
事
中
の
黒
崎
黒
太
郎
さ
ん
は
黒
坂
黒
太

郎
さ
ん
が
正
し
い
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
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◆帯状疱疹にかかるリスク

帯状疱疹は、子どもの頃にかかった水ぼうそう

のウイルス（水痘・帯状疱疹ウイルス）が体の中

で長期間潜伏し、加齢、疲労、ストレス等で免疫

力が低下することで発症します。症状は、痛み

（ピリピリ、ズキズキなど）を伴うことが多く、体

の片側に水ぶくれを伴う赤い斑点が帯状に広がり

ます。皮膚症状が治ったあとも、帯状疱疹後神経

痛とよばれる長期間にわたる痛みが続くことがあ

ります。

年齢を重ねるにつれて、特に 50歳を過ぎると、

帯状疱疹にかかるリスクが高くなります。リスク

を軽減するための帯状疱疹ワクチンは現在 2 種類

あります。ワクチンの接種回数や方法、効果とそ

の持続期間、副反応について解説します。

◆2種類のワクチン

帯状疱疹ワクチンには生ワクチン、不活化ワク

チンの 2種類があり、いずれか 1 種類を接種しま

す。

・ 生ワクチン：皮下に 1 回注射

・ 不活化ワクチン：2 か月以上の間隔をあけて 2

回筋肉内に注射

生ワクチンの場合、免疫が低下している人や免

疫抑制剤を内服している人は接種できませんが、

不活化ワクチンは接種できます。

帯状疱疹発症の抑制効果は生ワクチンが約 50～

60%、不活化ワクチンは約 90%といわれています。

予防効果は生ワクチンが 5年程度、不活化ワクチ

ンは 9年以上持続するといわれています。

生ワクチンは自費で 9000 円前後で 1回の接種で

済みます。一方、不活化ワクチンは自費で１回 2

万～ 2 万 5千円。2 回接種しないといけないので

総額 4～ 5万円となり、費用が高くなります。公

費助成によって自費の価格よりは安くなります

が、市町村ごとに自己負担額は違いますので、ご

確認ください。

◆ワクチンの副反応について

生ワクチンは注射を打った部位の腫れは半分く

らいの方に出ますが、全身の副反応はあまりあり

ません。稀にアナフィラキシー、血小板減少性紫

斑病、無菌性髄膜炎などの重篤な副反応がありま

す。

不活化ワクチンは注射を打った部位の痛みが多

くの方に出てしまいます。他に全身の副反応とし

て多い頻度順に筋肉痛・疲労感、頭痛、悪寒・発

熱があります。稀にショック、アナフィラキシー

などの重篤な副反応があります。

50歳以上で帯状疱疹ワクチン接種をお考えの方

は、各ワクチンの特性を十分に理解し、かかりつ

け医療機関で相談してみてください。

「いつでも元気」誌より転載

編
集
後
記

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
は

60
年
に
一
度
巡
っ
て
く
る

丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）
で
、
特
別
な
年
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
〝
友
の
会
だ
よ
り
〟

新
年
号
の
表
紙
の
写
真
は
、
干
支
に
ち
な

ん
だ
一
之
江
健
康
サ
ー
ク
ル
の
み
な
さ
ん

の
手
芸
作
品
〝
馬
〟
で
す
。
３
ヶ
月
か
け

て
仕
上
げ
ま
し
た
▼
会
員
の
み
な
さ
ん
へ

の
年
頭
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
昨
年
７
月
に

一
之
江
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
諸
般
の
医
療

情
勢
を
受
け
て
閉
鎖
に
な
っ
た
こ
と
で
、

な
ぎ
さ
薬
局
の
中
島
桃
子
薬
局
長
に
寄
稿

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
▼
友
の
会
だ
よ
り

編
集
委
員
は
現
在
７
人
で
、
会
員
の
く
ら

し
に
役
立
つ
情
報
、
友
の
会
活
動
の
前
進

の
た
め
に
紙
面
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
ま

す
▼
今
年
も
会
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
〝
私

の
ふ
る
さ
と
〟
を
は
じ
め
俳
句
や
短
歌
、

エ
ッ
セ
イ
な
ど
の
寄
稿
を
心
待
ち
に
し
て

い
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
多
く
会
員
が
登
場

す
る
紙
面
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り

ま
す
。

（
黒
木
）
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帯状疱疹ワクチン

新小岩診療所所長

田村 倫朗

皆様明けましておめでとうご

ざいます。この原稿を書いてい

るのは霜降の節季、霜始降花

(しもはじめてふる)候です。昨

年は長い間友の会のためにご尽

力いただいた八巻さん、丸山さ

んが逝去されました。謹んでご

冥福をお祈りいたします。

令和時代になって新型コロナ、

能登半島地震、ロシア・イスラ

エルの侵略など多くの天災人災

に見舞われています。時を越え

て生き続けてきた新小岩四丁目

公園のクスノキは令和時代をど

のように見ているのでしょうか。

幹の周囲を一周すると願い事が

叶うという言い伝えのクスノキ

もあるそうです。私も若い頃は

もてたいなぁとか金持ちになり

たいなぁとか願いがありました

が、私の髪も霜降の節季を迎え

何が幸せかわからないけれど皆

が幸せでありますようにと願う

齢になりました。

凍えるような日々が続きます

が、新小岩診療所では心温かく

してお迎えいたします。友の会

の皆様には今年も叱咤激励のほ

ど何卒よろしくお願いいたしま

す。

葛西みなみ診療所所長

松村 浩生

皆さま明けましておめでとう

ございます。旧年はご愛顧いた

だき誠に感謝しております。

世界ではトランプは貿易相手

国に一方的な関税をふっかけ交

渉の足掛かりにしました。中国

政府が中国人民への日本訪問の

自粛を呼びかけました。ロシア

とウクライナの和平交渉がなか

なか進みません。イスラエルと

ガザ地区の停戦交渉も第一段階

の終了が近づく中イスラエルが

ガザを空爆しました。

日本では自民党が総裁を交代

し公明党との連立を解消し維新

の会と連立しました。コメの値

段はあまり下がらず、ヒトを怖

がらなくなったクマによる人的

被害も起きました

法人では一之江内科を閉鎖し

ました。

今年度はその法人も合同合併

します。

そのよう状況でも葛西みなみ

診療所は経営をますます盤石な

ものにするために努力を続けま

す。

本年も、ご指導・ご鞭撻のほ

ど、よろしくお願いします。

なぎさ薬局長

中島 桃子

謹んで新年のお慶びを申し上

げます。

未だに新型コロナウイルスの

影響は大きく、コロナ・インフ

ルエンザの流行や薬の流通困難

など続いておりますが、困難を

きっかけに多職種の方々や他薬

局の方々との交流もあり連携が

強くなったと感じております。

LINEでの調剤予約やオンライ

ンなど使用し、どこの処方箋で

も受付しております。また、薬

局の在り方も日々変わっており、

処方箋の調剤だけでなく、日常

の気になったことや体調も相談

できる窓口になっていけたらと

思っております。

本年も変わらぬご支援を賜れ

ましたら幸いです。

なぎさ薬局は小さな薬局です

が、職員一同日々精進していき

ますので、何卒よろしくお願い

申し上げます。
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と
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ご
ざ
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受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:45～
11:30

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

診察9：30開始
予約外来
青山麻織

（糖尿病外来）

田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)

江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14:00～
16:00

田村所長
(内科)

休診

田村所長
(訪問診療)

田村所長
（内科/消化器

内科）
藤井

(訪問診療)

田村所長
(内科)

角田貴大
(訪問診療)

休診

休診
田村所長
(訪問診療)

夜間
17:30～
19:30

休診
田村所長
(内科)

休診 休診
田村所長
(内科)

休診

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～

12時30分
松村所長 石田香苗 松村所長 石田香苗

注②
内科受付
10:00～
12:30

古寺紘人

注③
受付終了12:15

第1.3.5
小出瑞穂

第2.4 工藤恵子

午後
14時～
16時30分

注①
予約外来
松村所長

注①
予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来
松村所長

古寺紘人 休診

夜間
18時～
19時30分

休診 休診 休診 松村所長 休診 休診

注① 月・火・木の午後は予約外来です。ご予約はお電話でも受け付けています。
注② 金曜日の9:00～10:00の間は内科診療の受付はできません。内科診療をご希望

の方は10:00～12:30の間にお越しください。
注③ 土曜日のみ12:15で受付を終了いたします。ご注意ください。

※午前の受付時間は水・土のみ 9：00～12：30です

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局 南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル
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新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
の
漢
字
は
「
熊
」
、
選
ば
れ

た
の
は
初
め
て
だ
そ
う
で
す
が
各

地
で
出
没
し
人
的
被
害
が
相
次
ぎ
、

イ
ベ
ン
ト
中
止
や
学
校
の
休
校
な

ど
住
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。
冬
眠
し
な
い
熊
が
い
る
と

は
驚
き
で
し
た
。

大
地
震
・
大
火
事
・
陥
没
事
故

な
ど
の
災
害
も
多
発
し
ま
し
た
が
、

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
の
生
活
再

建
が
一
日
で
も
早
く
と
心
か
ら
願
っ

て
お
り
ま
す
。

高
市
政
権
に
な
っ
て
少
し
は
暮

ら
し
が
良
く
な
る
か
と
期
待
し
た

の
で
す
が
、
物
価
も
お
米
も
高
止

ま
り
、
無
駄
な
防
衛
予
算
ま
で
上

が
り
ま
し
た
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
除
外
は

見
送
り
に
な
っ
た
も
の
の
、
医
療

費
の
窓
口
負
担
や
介
護
保
険
利
用

料
引
上
げ
の
検
討
な
ど
高
齢
者
に

と
っ
て
暮
ら
し
に
く
く
な
り
そ
う

で
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
や

介
護
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
社
会
保
障
を
守
る
・
平
和
を
守

る
・
健
康
を
守
る
」
活
動
を
み
な

さ
ま
と
共
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
の
居
場
所
「
つ
な
が
り

カ
フ
ェ
」(

毎
週
月
曜
日)

や
Ｄ
Ｖ

Ｄ
鑑
賞
会
「
友
の
会
シ
ア
タ
ー
」

(

月
一
回)

を
通
じ
て
仲
間
も
増
え

ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
活
動
も
、
着

物
リ
メ
イ
ク
サ
ー
ク
ル
・
一
之
江

健
康
サ
ー
ク
ル
・
コ
カ
リ
ナ
サ
ー

ク
ル
・
ヨ
ガ
教
室
と
活
発
に
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
旅
行
や
お
し
ゃ
べ

り
会
な
ど
、
新
し
い
仲
間
と
つ
な

が
り
楽
し
く
過
ご
す
居
場
所
を
ふ

や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

会
員
の
み
な
さ
ま
、
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

江戸川健康友の会

会長 猪瀬悠紀子

なぎさ薬局ではFAX・LINEなどでも処方せんの受付をし

ております。処方せんの期限は原則処方せんを受け取った

日を含めて４日以内です。期限以内に原本をお持ち下さい。

お薬手帳は紙とスマホなどのデジタルがあります。飲み

合わせや重複などの確認、服用期間など安全に薬を使用す

る手助けになりますので、是非ご利用下さい。

LINEを開いて友達登録か

らQRコードを読むだけ

2026年は午年（うまどし）

渡辺利子・富塚治江・柏熊ユキさんによる作品（一之江健康サークル）

今年は60年に一度巡りくる丙午（ひのえうま）で新しい挑戦や目標達成に最適な年とのこ

と。物価高からくらしや平和・憲法を守り、誰でも安心の医療や介護・年金など社会保障充

実をめざした年にしましょう

「
友
の
会
だ
よ
り
」
２
月
号
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2026年


